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出
稼
ぎ
者
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
厚

　
農
作
物
の
収
穫
期
も
最
盛
期
を
む

か
え
た
な
か
で
、
す
で
に
求
人
情
報

も
回
わ
り
、
収
穫
の
算
段
に
、
出
稼

ぎ
の
準
備
に
と
気
ぜ
わ
し
く
す
ご
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
半
年
近
く
も
の
間
家
族
と
別
れ
て

出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
方
は
、
何
回
経

験
し
て
も
、
出
稼
ぎ
前
の
不
安
と
は

慣
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
出
稼
ぎ
中
の
問
題
や
心

配
事
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
に
次

の
点
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

◆
正
し
い
ル
ー
ト
で
就
労
を

　
縁
故
で
の
就
労
は
労
働
条
件
、
勤

務
時
間
、
賃
金
な
ど
が
あ
い
ま
い
な

場
合
が
多
く
、
せ
っ
か
く
郷
里
を
離

れ
て
就
労
し
て
も
実
際
と
異
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
職
業
安
定
所
か

役
場
の
窓
口
を
通
し
て
就
労
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

◆
役
場
の
窓
口
で
手
帳
の
交
付
を

　
「
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
」
の
交
付

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
生
課

ぎ
に
ま
つ
わ
る
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
伝

え
ら
れ
ま
す
。
郷
里
へ
の
便
り
を
忘

れ
す
に
家
族
を
安
心
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
前
に
役
場
の
窓
口

で
就
労
先
を
知
ら
せ
て
行
か
れ
た
方

に
は
「
福
祉
だ
よ
り
」
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
で
出
稼
ぎ
を

　
就
労
中
に
不
満
や
問
題
が
起
き
た

時
に
は
一
人
で
処
理
す
る
よ
り
も
、

多
く
の
仲
間
と
一
緒
に
問
題
の
解
決

を
は
か
る
方
が
安
全
で
す
し
、
仕
事

を
終
え
て
話
し
を
す
る
の
も
知
り
合

い
の
仲
間
と
一
緒
の
方
が
楽
し
く
も

あ
り
有
意
義
で
す
。

　
出
稼
ぎ
に
で
る
時
は
で
ぎ
る
だ
け

多
く
の
仲
間
と
一
緒
に
就
労
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

◆
就
労
中
に
不
満
や
問
題
が
起
き
た

時
は

　
も
し
就
労
中
に
雇
用
条
件
（
賃
金

　
尚
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
各

相
談
所
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
東
京
出
稼
ぎ
援
護
相
談
所

　
東
京
都
台
東
区
東
上
野
三
ー
一
四

　
電
話
（
八
一
三
）
五
八
八
老
、

◎
大
阪
出
稼
ぎ
援
護
相
談
所

　
大
阪
府
北
区
兎
我
野
九
三

　
電
話
（
八
三
一
）
五
八
八
七

◎
名
古
屋
出
稼
ぎ
援
護
相
談
所

　
名
古
屋
市
中
村
区
弥
宣
（
ネ
ギ
）

町
三
⊥
干
⊥

　
電
話
（
五
八
一
）
七
〇
一
八

ま
た
、
宿
泊
、
休
息
所
も
あ
り
ま
す

の
で
気
軽
に
御
利
用
下
さ
い
。

　
宿
泊
料
一
人
一
泊
二
百
円

休
息
は
無
料

但
し
個
室
の
利
用
は
一
人
二
時
間
二

＋
円
で
す
。

新
刊
紹
介

　
新
し
い
本
を
紹
介
致
し
ま
す
。
読

書
の
秋
で
す
。
公
民
舘
図
書
を
利
用

し
ま
し
ょ
ろ
。

・
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
（
一
、
二
）

　
　
　
　
　
ド
フ
ト
エ
フ
ス
キ
ー

・
戦
争
と
平
和
（
一
、
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
ス
ト
イ

・
日
は
ま
た
昇
る

・
武
器
よ
さ
ら
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

・
赤
と
黒

・
ヴ
ァ
ニ
ー
ナ
ヴ
ァ
ニ
ー
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
〃

・
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人

・
牧
師
の
娘
た
ち

・
山
菜
全
科

・
ス
パ
ル
タ
教
育

・
原
価
の
秘
密

・
冠
婚
葬
祭
入
門

・
大
東
亜
戦
史
十
巻

太
平
洋
編

阿
部
　
　
進

清
水
大
典

石
原
慎
太
郎

大
門
　
一
樹

塩
月
弥
栄
子

　
ビ
ル
マ
、
マ
レ
ー
編

フ
ィ
リ
ピ
ン
編

蘭
印
編

中
国
編

　
満
州
編
（
上
、
下
）

朝
鮮
編

国
内
編

東
京
裁
判
編

　
　
　
　
　
　
　
以
上
富
士
書
苑

く
農
業
改
良
普
及
所
よ
り
四
冊
V

・
稲
作
読
本
　
・
畜
産
図
説

・
野
菜
の
栄
養
診
断
と
施
肥

・
野
菜
の
病
害
虫
、
防
除
の
す
べ
て

　
尚
、
大
東
亜
戦
史
の
国
内
編
と
、

東
京
裁
判
編
を
借
り
て
行
か
れ
た
方

は
図
書
整
理
を
致
し
ま
す
の
で
、
至

急
公
民
舘
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

県
P
T
A
大
会
で
表
彰

　
去
る
九
月
二
十
六
、
七
日
の
両
日

小
千
谷
市
小
千
谷
小
学
校
で
開
か
れ

た
。
第
十
一
回
新
潟
県
P
T
A
研
究

大
会
に
お
い
て
、
中
里
村
か
ら
は
個

人
、
団
体
と
そ
れ
ぐ
表
彰
を
う
け

ま
し
た
。

　
個
人
で
は
長
年
P
T
A
活
動
に
つ

く
し
て
こ
ら
れ
、
故
人
に
な
ら
れ
た

前
清
津
峡
小
学
校
P
T
A
会
長
の

樋
口
亮
策
氏
に
、
ま
た
団
体
で
は
、

貝
野
小
学
校
地
区
P
T
A
が
晴
れ
の

表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

　
　
中
里
文
芸

　
　
　
－
＋
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

脱
穀
の
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
し
て
訪
い
そ
び

る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

鬼
灯
の
明
る
さ
明
日
は
娘
に
逢
う
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

さ
ん
ま
骨
ご
と
食
べ
同
郷
の
友
失
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
月

露
草
の
深
き
悔
恨
の
続
く
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

新
米
に
逗
留
さ
そ
う
妻
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

木
の
上
に
猫
の
鳴
き
声
か
け
す
居
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

稲
の
塵
払
い
て
乳
児
の
ほ
ほ
つ
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

師
を
送
る
今
宵
の
宴
を
忍
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

朝
つ
ゆ
の
光
ま
ぱ
ゆ
き
野
菊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

鳥
瓜
吹
か
れ
て
人
の
世
に
無
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

忙
中
に
こ
の
菊
作
る
ゆ
と
り
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

　
　
赤
き
土
　
　
　
山
崎
　
了

宗
教
と
人
種
と
国
と
の
紛
争
は
根
深

く
に
し
て
紛
争
た
え
る
こ
と
な
し

白
昼
も
銃
砲
轟
き
た
え
ま
な
く
ア
ラ

ブ
の
民
旅
（
た
み
）
の
血
（
あ
か
）

き
．
雨
土

ア
フ
リ
カ
の
巨
星
没
す
の
出
来
事
を

今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
の
徳
を
讃
え
ん

“
ナ
セ
ル
死
な
す
”
声
は
大
き
く
拡

が
り
て
カ
イ
ロ
の
街
は
喪
の
デ
モ
続

く

氏
名

山
田
洋
子

山
岸
智
子

富
井
　
望

小
巻
沢
誠

◎
高
砂

｛
翻 鑓1野灘

雅弘茂幣鐡
明義名郷
擁山程部鰹奪
山越崎島落

大
口
　
茂
太
（
二
九
）
津
南
町

聞　　◆うをは　　し働を
等毎郷　。し　’すま条受
で年里　　て家でし件け
〃出に　　か族によ一て
父稼た　　ら欄交う等　’
親ぎよ　　就と付　。塗顧
さのり　　労身を　　記用
蠣を　い繍受　秀蕎
〃　に　　　たのけ　　て書
なな　　　　し書て　　持欄
どる　　　まきい　　参に
出と　　　　し替る　　いr
稼新　　　　　よえ人　　　た労

にぎ　　職出　　話せは労
応援尚業稼そしす　’働
じ護　’安ぎれ合　’自条
ま相雇定相でい必分件
す談用所談もます一等
o所促へ室解し職人）
が進ご又決よ場だに
あ事相はしうのけ不
り業談最な　o責の満
係団下寄い　　任憶が
員東さり場　　者測あ
が京いの合　　とでる
相出　。公は　　良処場
談稼　　共　、　　く理合

●　　　　　　　　●　　　●　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　●

マ　　わ裸文　　さ　　矯大
マ　　がの化　　よ　　の尉
の　　子町防　　　う　　なの
知　　　を　　衛　　な　　い人
ら　　成　　論　　ら　　川形
な　　功　　　　　　快　　←）
い　　さ　　　　　傑　　口
と　　せ　　　　　　黒　　（≡り

こ大る五三庄頭住（四
ろ沼法木島司巾井　　ロ
で　　　　　　由　　　　　　　　レ

晶　　寛紀　　　　す　　ン
誉　　之夫薫　　　え　　　ス

多催村
場　　日数で　、昭

所時錨翻　錦
缶　有架読求圭　鯉
、　　二さて産年　　　口

　福　　十いお養錦　　口口
毘箭青喉霜鴛産評

轟薩壽　　房奪奨業ノ』
池　よ　　でのが課本

り　　　　、共　、

即　　　　表も出　　出
売　　　　彰大品　　品

歓者　　受
ま設品に金各迎は　　付
す即評特　’分　。制
。売会別銀類　　限り当
場出賞　’の　　な九日
も品多銅優　　し時午
設鯉数の秀　　。ま前
置のあ各品　　どで七
い外り賞に　　な　　時
た　、まのは　　た　　半
し特す外　、　　で　　よ

赤　　稲　　日邪　　紅　　雲
い　　上　　　　念　　葉　　に
羽　　げ　　　　ふ　　は　　わ
園　　の　　　　つ　　十　　か
児　　寸　　　　ふ　　月　　家
駆　　暇　　　　つ　　末　　内
け’　　を　　　　秋　　　と　　　ぐ
来　　三　　　　の　　書　　　る
る　　時　　　　夜　　　く　　み
田　　の　　　　長　　手　　で
の　　柿　　　　が　　紙　　稲
母未を由　　憎土　　時あ
へ　　　も　　　　い　　　　　　げ

知ぐ記　　日牛　　習る

清佐南小桑　　◎　｛’
水藤雲柳原氏昇　新新新
　　　　　　天　婦郎婦
ミ　ノタ正泰名
子リキ夫寿　　　　鐙鈴鈴

野木木

Q麓Q宿伏年　　　清常和
こ．ももしくン令　　　子松枝

！＝〉o　心

δε吃
山芋堀豊田部　　　東重重

之　　　　落　　　　田

崎沢内里代名　　　尻地地
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10月　1日現在
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732（＋　1）世帯数

ヵッコ内は前月との比較

　第171号
i　発行所
新潟県中魚沼郡

中里村公民舘
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囲圖

定
例
議
会
開
く

　
　
　
撫
磁
盤
鮒
千
八
百
五
十
八
万
九
千
円

　
中
里
村
議
会
第
三
回
定
例
会
議
が

去
る
九
月
二
十
六
日
招
集
さ
れ
、
会

期
一
日
で
開
か
れ
、
昭
和
四
十
五
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
中
里
村
職

員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
、
中
里
村
産
業
振
興
審

議
会
設
置
条
例
の
制
定
、
中
里
村
教

育
委
員
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
任
命
、
中
里
村
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
等
が
慎
重
に
、

審
議
さ
れ
、
い
づ
れ
も
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
、
付
議
事
件
の
主
な
内
容

は
次
の
通
り
。

◎
予
算
関
係

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
才
入
才

出
そ
れ
ぞ
れ
、
千
八
百
五
十
八
万

九
千
円
の
増
額
で
、
主
な
も
の
は
、

才
入
に
お
い
て
は
、

地
方
交
付
税
二
千
百
七
十
七
万
五
千

円
増
、
分
担
金
及
び
負
担
金
（
林
業

費
分
担
金
、
農
林
水
産
業
施
設
災
害

復
旧
費
分
担
金
）
五
十
万
一
千
円
増

県
支
出
金
（
衛
生
費
補
助
金
六
万
三

千
円
増
、
農
業
費
補
助
金
三
百
四
十

八
万
四
千
円
減
、
小
学
校
費
補
助
金

中
学
校
費
補
助
金
十
六
万
一
千
円
、

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費
補
助

金
二
十
七
万
七
千
円
増
、
商
工
費
補

助
金
五
万
七
千
円
）
二
百
九
十
二
万

六
千
円
の
減
、
こ
の
他
委
託
金
、
寄

付
金
、
雑
入
、
村

債
等
を
含
め
て
才

入
に
お
い
て
は
千

八
百
五
＋
八
万
九

千
円
の
増
と
な
っ

た
。

才
出
に
お
い
て

は
、

議
会
費
一
万
八
千

円
、
総
務
費
九
＋

八
万
六
千
円
（
一

般
管
理
費
、
会
計

管
理
費
、
交
通
安

全
対
策
費
、
選
挙

費
、
商
業
統
計
調

査
費
、
国
勢
調
査

費
、
農
業
セ
ン
サ
ス
費
等
）
民
生
費

九
十
一
万
一
千
円
（
児
童
福
祉
総
務

費
五
万
円
、
児
童
福
祉
施
設
費
八
十

六
万
一
千
円
）
衛
生
費
四
十
二
万
二

千
円
（
保
健
衛
生
費
、
予
防
費
、
母

子
衛
生
費
等
）
林
業
費
六
百
二
十
万

九
千
円
減
こ
れ
は
、
一
般
角
間
線
L

九
百
厨
、
単
独
角
間
線
改
良
L
五
七

七
・
五
層
、
県
単
西
方
線
改
良
L
三

五
材
の
工
事
請
負
費
の
減
で
あ
る
そ

の
他
は
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
っ
て
い

る
。

◎
中
里
村
職
員
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
内
容
は
、
勤
務
時
間
に
関
す

る
こ
と
と
、
休
日
休
暇
に
関
す
る
事

で
あ
る
。

◎
人
事
関
係

　
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

滝
沢
謙
治
氏
（
重
地
）
の
任
期
満
了

に
と
も
な
う
も
の
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
一
郎

氏
（
重
地
）
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う

も
の
で
、
教
育
委
員
に
は
元
教
育
委

員
村
山
軍
英
氏
（
桂
）
を
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
に
は
、
鈴
木
一
郎

氏
（
重
地
）
が
、
そ
れ
ぐ
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
村
議
会
の
同
意

が
求
め
ら
れ
多
数
の
賛
成
を
も
っ
て

決
定
し
た
。

御

挨
拶

　
　
教
育
長
村

　
こ
の
度
滝
沢
前
教
育
長
の
あ
と
を

受
け
ま
し
て
十
月
一
日
付
再
度
教
育

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共
に

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
居

り
ま
す
。

　
顧
り
見
ま
す
れ
ば
、
昭
和
三
十
一

年
十
月
一
日
よ
り
昭
和
四
十
三
年
九

月
三
十
日
ま
で
、
教
育
委
員
と
し
て

三
期
十
二
年
、
こ
の
間
教
育
長
と
し

て
五
年
八
ヵ
月
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま

　
　
　
山
軍
英

し
た
。
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
中
里
村
教
育
行
政

の
た
め
最
後
の
御
奉
公
を
勤
め
さ
せ

て
、
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

何
卒
村
民
各
位
の
深
い
御
理
解
と
後

支
援
御
協
力
を
心
か
ら
希
い
ね
が
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
さ
て
当
面
せ
る
教
育
諸
条
件
整
備

の
内
、
教
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

は
幸
い
本
年
度
は
、
倉
俣
小
学
校
々

舎
の
改
築
を
始
め
、
貝
野
小
学
校
の

プ
ー
ル
、
高
道
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

整
備
、
田
沢
小
学
校
便
所
の
改
築
、

田
沢
中
学
校
寄
宿
舎
の
改
造
、
清
津

峡
小
学
校
土
倉
分
校
の
改
築
等
、
村

内
全
学
校
の
教
育
施
設
の
充
実
、
教

育
環
境
の
整
備
が
行
な
わ
れ
、
総
工

事
費
五
千
六
十
七
万
五
千
円
が
投
入

さ
れ
ま
し
た
。
之
は
多
年
地
域
住
民

の
希
い
願
っ
て
参
り
ま
し
た
こ
と
ぱ

か
り
で
、
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ

ん
。
教
育
委
員
会
と
致
し
ま
し
て
、

改
め
て
関
係
各
万
面
に
感
謝
申
上
げ

る
と
共
に
、
特
に
村
財
政
多
端
の
折

柄
、
藤
田
村
政
第
一
年
次
に
於
い
て

全
面
的
教
育
施
設
の
整
備
を
見
た
こ

と
は
多
年
村
教
育
行
政
の
責
任
者
と

し
て
参
い
ら
れ
た
藤
田
村
長
御
理
解

の
賜
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
尚
こ
の
機
会
に
教
育
行

政
に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
一
学
校
建
築
整
備
に
つ
い
て

　
今
後
の
学
校
建
築
整
備
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
具
体
的
に
申
し
あ
げ
れ

ぱ
、
田
沢
中
学
校
々
舎
の
改
築
並
び

に
貝
野
小
学
校
々
舎
の
改
築
整
備
等

は
、
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
又

施
設
の
面
で
は
管
内
全
学
校
を
対
象

と
し
た
給
食
施
設
（
セ
ン
タ
ー
方

式
）
の
設
置
は
、
最
も
急
を
要
す
る

問
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
体
育
施

設
の
拡
充
等
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
と
も
か
く
重
点
的
に
一
つ
一

つ
具
体
化
し
て
行
か
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
事
業
の
計

画
に
は
あ
く
ま
で
村
当
局
の
方
針
、

村
財
政
の
現
況
等
を
考
慮
に
入
れ
つ

つ
教
育
委
員
会
に
於
い
て
早
急
立
案

計
画
し
、
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。

◎
そ
の
二
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
の
面
に
お
い
て
は
、
昭

和
四
十
六
年
度
よ
り
新
し
い
指
導
要

領
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い

指
導
方
針
、
並
び
に
教
職
員
人
事
刷

新
等
に
つ
い
て
は
、
管
内
各
学
校
当

局
と
共
に
広
域
行
政
の
面
か
ら
、
郡

市
（
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
）
教
育

振
興
会
と
の
密
接
な
る
連
け
い
の
上

そ
の
実
を
あ
げ
た
い
と
思
っ
で
居
り

ま
す
。

◎
そ
の
三
社
会
教
育
に
つ
い
て

　
と
か
く
教
育
と
い
う
と
、
学
校
教

育
面
の
み
を
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、

急
速
か
つ
多
面
的
な
社
会
変
化
の
中

に
於
い
て
、
社
会
教
育
の
重
要
性
は

特
に
強
調
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
施
設
に
お
い
て
は
、

全
国
的
に
数
少
な
く
、
わ
が
中
里
村

に
お
い
て
も
こ
れ
が
推
進
に
充
分
得

を
用
い
、
社
会
教
育
の
条
件
整
備
を

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
第
一
点
と
し
て
中
央
公
民
舘

の
建
設
で
あ
り
ま
す
。
住
民
の
学
習

の
場
と
し
て
叉
、
憩
い
の
場
と
し
て

そ
の
重
要
性
は
、
極
め
て
大
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
早
期

実
現
に
努
力
す
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
第
二
点
と
し
て
、
公
民
図
書

の
充
実
で
あ
り
ま
す
。
社
会
教
育
は

自
己
学
習
相
互
学
習
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
生
涯
教
育
が
呼
ぱ
れ
て
い

る
今
日
、
そ
の
教
材
及
び
資
料
の
充

実
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
二
面
へ
続
く
）
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　再
　任
警の
奮ご
長あ
関い

根さ
　つ隆

　
去
る
九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
ょ

る
教
育
委
員
の
人
事
移
動
に
と
も
な

い
、
十
月
一
日
の
教
育
委
員
会
々
議

に
お
い
て
、
不
肖
私
が
教
育
委
員
長

に
再
選
さ
れ
ま
し
た
、
も
と
よ
り
浅

学
菲
才
の
身
で
あ
り
、
経
験
も
少
な

い
私
に
と
り
ま
し
て
、
そ
の
職
責
の

重
大
性
を
痛
感
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。
戦
後
二
十
有
余
年
、
六
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光

制
の
教
育
制
度
に
も
検
討
が
加
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
昨
今
、
教
育
界

に
お
い
て
も
多
種
多
様
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
に
は
先
刻

ご
承
知
の
こ
と
＼
存
じ
ま
す
。
か
か

る
時
、
さ
ら
に
村
教
育
進
展
の
た
め

現
在
の
制
度
下
に
お
い
て
制
約
さ
れ

な
が
ら
も
、
村
民
の
教
育
に
関
す
る

奉
仕
者
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
に
、

委
員
合
議
の
上
、
最
大
限
の
努
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
教
育
関
係
機
関
の
皆
様
の
御

指
導
及
び
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　退
．任
董の

滝ご
沢挨
謙拶

私
こ
と
九
月
三
十
日
任
期
満
了
に

て
、
村
教
育
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
在
任
中
は
公
私
共
に

絶
大
な
る
御
支
援
と
御
鞭
腱
を
賜
り

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
中
里
村
の
教
育
行
政

も
今
後
の
課
題
か
数
多
く
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治

す
。
お
も
な
る
も
の
と
し
て
は
、
中

学
校
の
統
合
校
舎
の
問
題
、
老
朽
校

舎
の
改
築
と
処
理
、
教
員
住
宅
、
プ

ー
ル
の
建
設
、
学
校
給
食
の
問
題
、

中
央
公
民
舘
の
新
築
と
分
舘
の
整

備
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
設
置
等
々
難

題
の
案
件
が
必
然
的
に
生
じ
て
来
ま

す
が
、
乏
し
い
村
財
政
の
中
で
こ
れ

ら
の
事
柄
を
処
理
し
て
ゆ
く
に
は
並

並
な
ら
ぬ
工
夫
と
村
民
各
位
の
御
協

力
な
く
し
て
は
到
底
望
む
べ
く
も
な

さ
そ
う
で
す
。
関
係
各
位
の
御
認
識

と
御
理
解
の
も
と
に
村
教
育
の
進
展

と
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
希

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
一
方
わ
が
国
の
行
政
面
を
見
つ
め

る
と
き
に
、
一
九
七
〇
年
代
を
迎

え
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
等

各
般
に
亘
り
愈
々
激
動
期
を
迎
え
内

外
共
に
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
殊
に
教
育
面
に
於
て

は
大
学
問
題
を
一
つ
と
り
あ
げ
て
み

て
も
紛
争
は
、
や
や
小
康
を
得
た
と

は
い
い
根
本
的
な
解
決
は
な
か
な
か

む
す
か
し
く
何
時
、
ど
の
よ
う
な
事

態
が
起
る
か
、
予
測
を
許
さ
な
い
よ

う
で
す
。
そ
し
て
全
国
の
高
校
は
勿

論
、
義
務
教
育
学
校
の
現
場
に
ま
で

そ
う
し
た
風
潮
が
肌
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
誠
に
寒
心
に
た
え
な
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
か
く
て
、
諸
般
の
観
点
か
ら
文
部

省
の
指
導
要
領
も
昭
和
四
十
六
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
何
と
申
し

ま
し
て
も
教
育
界
に
は
立
派
な
人
材

を
求
め
、
右
に
偏
せ
す
左
に
か
た
む

か
な
い
教
育
の
正
常
化
を
計
る
こ
と

と
、
更
に
人
格
と
人
格
の
ふ
れ
あ

い
、
高
潔
な
魂
と
魂
の
ふ
れ
あ
い
が

あ
っ
て
こ
そ
、
情
操
豊
か
な
真
の
人

間
形
成
が
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
か
各
位
に
お
か
れ

て
は
先
輩
の
つ
く
り
上
げ
た
歴
史
と

伝
統
に
、
た
ゆ
み
な
い
創
造
と
発
展

と
を
重
ね
て
、
国
際
社
会
に
於
て
も

恥
か
し
か
ら
ざ
る
日
本
人
育
成
に
御

精
進
の
程
、
希
望
し
て
や
み
ま
せ

ん
。
甚
だ
抽
象
的
な
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
去
る
に
あ
た
っ
て
、
一

言
お
礼
を
兼
ね
て
退
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
各
位
の
御
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

相
続
税
の
申
告
の
し
か
た

　
相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
ょ
っ

て
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
納
め
る

税
金
で
す
。
相
続
や
遺
贈
に
よ
る
財

産
の
取
得
と
い
う
こ
と
は
、
通
常
の

場
合
一
生
に
一
度
か
、
二
度
の
こ
と

で
す
か
ら
、
毎
年
所
得
金
額
を
計
算

し
て
納
税
す
る
所
得
税
な
ど
と
異
な

り
、
一
般
に
な
じ
み
の
薄
い
税
金
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
遺
産
を

相
続
し
た
場
合
に
は
、
次
の
点
に
ご

注
意
の
う
え
「
相
続
税
の
申
告
」
を

お
忘
れ
な
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
相
続
税
の
申
告
が
心
要
な
場
合
は

　
被
相
続
人
（
一
般
に
は
、
死
亡
し

　
た
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
）
の
遺

産
の
総
額
が
基
礎
控
除
額
四
百
万

円
と
法
定
相
続
人
一
人
当
り
八
十

万
円
と
の
合
計
額
よ
り
多
い
と
き

　
で
す
。
例
え
ぱ
相
続
人
妻
と
子
二

人
の
場
合

　四

百
万
円
＋
八
十
万
円
×
三
H
六

百
四
＋
万
円

　
に
な
る
か
ら
総
遺
産
額
が
六
百
四

　
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
申
告
の
必

　
要
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は

相
続
の
の
日
（
死
亡
の
日
）
の
翌

　
日
か
ら
計
算
し
て
六
ヵ
月
以
内
で

す
。

　
た
と
え
ぱ
、
相
続
の
日
が
六
月
一

納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
税
務
署

　
毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で

の
十
日
間
を
「
納
税
者
の
声
を
聞
く

旬
間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
行
な
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
「
旬
間
」
は
税
金
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
税
務
職
員
の
態
度
な

ど
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
、
広
く
納

税
者
の
方
々
か
ら
お
聞
き
し
て
税
制

や
税
務
行
政
の
運
営
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
税
務
署
の
仕
事
の
内

容
を
一
般
の
方
に
よ
く
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
二
十

九
年
以
来
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
行

事
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
が
税
金

に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
お
ら

れ
る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　

な
お
、
十
日
町
税
務
署
も
こ
の

「
旬
間
」
に
は
「
納
税
者
の
聞
く
会

署
内
見
学
、
税
務
相
談
、
署
長
の
納

税
者
訪
問
、
組
税
教
室
」
等
の
諸
行

事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
一
面
よ
り
続
き
）

　
第
三
点
は
、
体
育
施
設
の
充
実
で

あ
り
ま
す
。
青
少
年
の
体
位
体
力
の

向
上
と
健
全
育
成
に
、
ス
ポ
ー
ツ
は

重
要
な
役
割
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
学
校
施
設
を
開
放
し
て

い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
冬
季
に
於

い
て
は
、
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
れ

て
し
ま
う
訳
で
、
ま
す
当
面
の
問
題

と
し
て
、
ス
キ
ー
場
の
建
設
に
重
点

を
お
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
第
四
点
と
し
て
指
導
者
の
配
置
強

化
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
中
里
村
の
社
会
教
育
関
係
指

導
者
は
決
し
て
充
分
な
る
配
置
体
勢

で
あ
る
と
は
、
言
え
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
更
に
最
近
で
は
各
種
学
級
講

座
の
内
容
も
相
当
高
度
化
が
、
要
求

さ
れ
て
来
て
い
る
の
で
指
導
体
勢
の

充
実
が
、
急
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
皆
さ

ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　
日
の
と
き
は
十
二
月
一
日
が
提
出

　
期
限
と
な
り
ま
す
。

3
相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
先
は
、

　
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る

　
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
と
な
っ
て

　
お
り
ま
す
（
財
産
を
取
得
し
た
個

　
々
の
相
続
人
の
住
所
地
の
所
轄
税

　
務
署
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

4
相
続
財
産
と
は
次
の
よ
う
な
も
の

　
で
す
。
現
金
、
預
貯
金
、
有
価
証

　
券
、
貴
金
属
、
土
地
、
家
屋
な
ど

　
の
ほ
か
、
営
業
を
し
て
い
る
人
が

　
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
売
掛
金

　
や
、
受
取
手
形
な
ど
の
債
権
、
商

　
品
や
製
品
な
ど
の
た
な
卸
資
産
、

　
営
業
用
車
両
や
機
械
な
ど
の
固
定

　
資
産
、
特
許
権
や
営
業
権
な
ど
の

　
無
形
固
定
資
産
な
ど
も
含
ま
れ
ま

　
す
。
こ
の
ほ
か
、
生
命
保
険
金
、

　
退
職
手
当
金
、
功
労
金
、
生
命
保

　
険
契
約
の
権
利
、
年
金
の
権
利
な

　
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

5
相
続
財
産
の
評
価
は
相
続
や
遺
贈

　によっ

て
取
得
し
た
財
産
の
価
額

が
い
く
ら
で
あ
る
か
を
評
価
し
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
評

価
は
原
則
と
し
て
相
続
の
日
の
時

　価にょ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。財

産
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
基
準

　
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
詳

　
し
い
こ
と
は
税
務
署
の
資
産
係
で

　
お
た
す
ね
下
さ
い
。

　
相
続
税
の
申
告
に
つ
い
て
不
明
の

点
は
税
務
署
で
お
た
す
ね
く
だ
さ

い
。
又
税
務
署
に
は
申
告
書
な
ら
び

に
「
相
続
税
の
申
告
の
し
か
た
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。　

お
知
ら
せ
〈
田
沢
郵
便
局
〉

　
郵
便
物
の
不
着
、
内
容
品
亡
失
、

不
法
開
き
、
誤
配
達
、
遅
延
な
ど
の
事

故
を
対
象
と
し
て
特
別
に
調
査
す
る

機
関
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

故
が
あ
り
ま
し
た
ら
申
出
下
さ
い
。

子
ど
も
と
老
曳

の
事
故
を
な
く

そ
・
つ

飲
酒
運
転
キ
．
や
め
ま
し
よ

贈
つ中

里
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
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幼
児
教
育
の
す
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉

　
あ
る
新
聞
日
曜
版
の
「
ゆ
が
め
ら

れ
た
幼
児
教
育
」
は
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
直
輸
入

の
栄
養
学
一
辺
倒
へ
の
赤
信
号
と
知

育
偏
重
の
教
育
マ
マ
ヘ
の
一
大
警
鍾

で
あ
る
。

　
近
頃
、
ど
こ
の
婦
人
方
の
集
り
に

出
か
け
て
も
「
幼
児
の
指
吸
い
」
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
う
ち
の
子
供
に
は
、
指
を
吸
う
く

せ
が
あ
っ
て
困
っ
て
お
り
ま
す
。
指

さ
き
は
き
た
な
い
か
ら
と
、
ど
れ
だ

け
注
意
し
て
も
い
う
こ
と
を
き
い
て

く
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。

　
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
母
親
が
愛
情
を
与
え

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
幼
児
は
あ

た
た
か
い
母
親
の
血
の
通
っ
た
乳
房

や
、
や
わ
肌
を
本
能
的
に
求
め
て
い

る
。
と
い
う
と
こ
ろ
の
「
ス
キ
ン
・

ラ
ブ
」
1
皮
膚
の
愛
情
で
あ
る
。

　
戦
後
の
育
児
の
風
潮
は
、
栄
養
さ

え
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
、
人
工

ミ
ル
ク
ぱ
や
り
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど

化
学
の
長
足
の
進
歩
で
、
母
乳
よ
り

優
秀
な
も
の
が
で
き
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
楯
の
反
面
し
か

見
て
い
な
い
。

　
幼
児
は
物
質
的
な
栄
養
だ
け
で
育

つ
も
の
で
は
な
い
。
こ
と
ば
を
か
え

る
と
「
母
親
の
ふ
と
こ
ろ
す
ま
い
」

藤
　
大
　
馨

を
、
無
意
識
に
求
め
て
い
る
。

　
「
母
親
の
ふ
と
こ
ろ
を
寝
ど
こ
と

な
し
母
の
膝
を
遊
び
場
と
な
す
。
母

の
乳
を
食
物
と
な
し
、
母
の
な
さ
け

を
い
の
ち
と
な
す
。
飢
え
る
と
き
食

を
求
む
る
に
、
母
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
哺

わ
す
、
か
わ
け
る
と
き
、
飲
み
も
の

を
求
む
る
に
、
母
に
あ
ら
ざ
れ
ば
飲

ま
す
」
ー
父
母
恩
重
経
に
出
て
い
る

ひ
と
コ
マ
で
あ
る
。

　
思
う
に
わ
が
子
安
か
れ
の
母
親
の

愛
情
ほ
ど
偉
大
な
も
の
は
な
い
。
こ

の
偉
大
な
愛
情
が
あ
れ
ば
こ
そ
愛
児

は
す
く
す
く
と
育
っ
て
ゆ
く
。
這
え

ぱ
立
て
、
立
て
ぱ
歩
め
の
親
心
で
、

ひ
と
り
立
ち
し
て
歩
く
ま
で
に
は
、

昔
か
ら
百
八
十
石
の
母
乳
を
飲
む
と

い
わ
れ
て
い
る
。
母
な
れ
ば
こ
そ
で

あ
る
。

　
い
く
ら
栄
養
学
が
発
達
し
て
も
物

心
一
如
の
母
乳
に
優
る
も
の
は
な
い

こ
れ
が
天
の
岩
戸
以
来
の
自
然
の
こ

と
わ
り
で
あ
る
。
哺
乳
類
の
人
間
も

大
自
然
の
所
産
に
問
違
い
は
な
い
大

自
然
の
所
産
で
あ
る
以
上
、
自
然
の

法
則
を
忘
れ
た
技
術
的
な
栄
養
学
オ

ン
リ
ー
も
、
再
検
討
の
時
機
に
来
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
近
年
家
庭
の
電
化
か
ら
。
都
会
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
田
舎
で
も
主

婦
に
時
間
の
よ
ゆ
う
が
で
き
た
の
か

育
児
に
異
常
な
関
心
を
も
つ
も
の
が

多
い
。
む
ろ
ん
歓
迎
す
べ
き
傾
向
だ

が
、
朱
に
交
わ
れ
ぱ
赤
く
な
る
で
ま

す
家
庭
の
和
が
な
か
っ
た
ら
、
育
児

も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
幼
児
の
個
性
が
固
り
か
け
る
の
は

今
更
も
う
す
ま
で
も
な
く
、
三
、
四

才
ご
ろ
と
い
う
。
こ
の
時
代
の
家
庭

環
境
と
か
、
母
親
の
心
構
え
が
幼
児

の
将
来
を
決
定
す
る
。
い
ま
大
部
分

の
母
親
は
「
よ
い
幼
稚
園
に
入
れ
た

い
」
と
、
都
会
あ
た
り
な
ど
で
は
知

育
に
血
み
ち
を
あ
げ
て
い
る
。

　
と
い
っ
て
も
知
識
は
、
人
間
形
成

の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
知
育
以
前

の
「
し
つ
け
」
ー
人
間
教
育
が
、
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
。
人
間
が
出
来

て
い
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
知
識
も

自
他
を
損
う
殺
人
剣
に
な
る
。

　
政
府
高
官
の
疑
獄
事
件
の
ほ
と
ん

ど
が
、
名
門
大
学
出
身
者
で
占
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
生
き
た
実
証

で
あ
る
。
彼
等
は
最
高
学
府
を
出
な

が
ら
「
人
間
と
し
て
の
道
」
を
知
ら

な
い
。
知
育
偏
重
の
弊
害
で
あ
る
。

　
幼
児
教
育
の
す
わ
り
は
、
手
を
合

わ
せ
る
敬
慶
感
情
か
ら
出
発
し
た
い

ゆ
た
か
な
人
間
性
を
養
う
に
は
、
二

義
的
で
あ
る
。
し
つ
け
に
き
び
し
す

ぎ
る
と
、
他
人
に
同
情
を
も
た
な
い

冷
淡
な
子
供
に
な
り
や
す
い
。
盲
目

的
に
子
供
に
べ
っ
た
り
つ
く
と
、
自

主
性
が
失
わ
れ
て
依
頼
心
が
強
く
な

る
。

　
要
す
る
に
母
親
は
、
幼
児
の
ぺ
ー

ス
ま
で
降
り
、
何
を
求
め
て
い
る
か

を
理
解
し
、
と
も
に
子
供
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
て
や
る
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

◇
戦
前
昭
和
期
の
社
会
教
育
◇

　
　
1
特
に
膏
少
年
教
育
に
つ
い
て
1

　
　
　
　
中
里
村
社
教
主
事
樋
口
信
治

　
戦
後
二
十
五
年
経
過
し
た
今
日
、

軍
国
主
義
的
社
会
か
ら
、
自
由
主
義

社
会
に
解
放
さ
れ
た
日
本
は
、
飛
躍

的
発
展
を
と
げ
、
昭
和
元
禄
と
ま
で

呼
ば
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。
そ
し
て

次
に
来
る
社
会
は
、
情
報
化
社
会
で

あ
る
と
、
未
来
学
者
が
口
を
揃
え
て

主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
云
う
間
に
社
会
は
ど
ん
ど
ん

進
歩
し
て
い
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に

お
い
て
、
世
代
の
断
絶
、
人
間
疎
外

等
、
あ
ま
り
に
も
多
面
的
変
化
の
厳

し
い
社
会
の
副
産
物
と
し
て
生
れ
た

歪
が
、
人
間
性
の
危
機
感
を
招
き
、

人
間
性
の
回
復
が
強
く
叫
ぱ
れ
る
に

至
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
次
に
来

る
社
会
に
対
処
し
て
ゆ
く
た
め
に

は
、
現
在
過
去
未
来
が
永
続
的
に
結

ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
、
今
日
あ
る
は
過
去
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
云
う
こ
と
を
知
っ
て
貰
う

た
め
に
、
少
し
く
戦
前
の
勤
労
青
少

年
に
つ
い
て
、
社
会
教
育
的
立
場
か

ら
紐
解
い
て
み
た
い
と
思
う
。
『

一
、
序
論

　
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
昭
和
初
頭

ま
で
の
問
に
、
い
わ
ゆ
る
金
融
独
占

資
本
主
義
が
形
成
ざ
れ
、
我
が
国
は

帝
国
主
義
国
家
と
し
て
の
地
歩
を
確

立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
既

に
勤
労
青
少
年
教
育
対
策
と
し
て
、

青
年
団
と
実
業
補
修
学
校
と
相
並
ん

で
、
青
年
訓
練
所
が
つ
く
ら
れ
、
低

度
の
実
業
教
育
と
、
軍
事
化
教
育
が

推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ

の
対
象
は
、
共
に
勤
労
青
年
で
あ
っ

た
の
で
、
青
年
教
育
普
及
拡
充
の
た

め
に
も
両
者
を
統
合
し
、
そ
の
教
育

力
を
一
つ
に
し
て
、
青
年
教
育
の
充

実
を
は
か
り
奨
励
す
る
た
め
に
、
昭

和
十
年
「
青
年
学
校
」
の
成
立
と
な

り
、
こ
こ
に
青
年
団
と
青
年
学
校
の

二
広
建
の
教
育
政
策
に
変
っ
て
い
っ

【
青
少
年
総
合
対
策
協
議
会
黒
田
教

授
の
講
義
を
聞
く

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
大
平
洋
戦

争
に
突
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
が
天
皇
制
絶
体
主
義
及
び
天
皇
制

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
本
質
を
あ
ら
わ
に

し
、
臣
民
或
い
は
皇
民
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
教
化
政
策
と
な
り
、
国
防
国

家
体
制
に
従
属
化
さ
せ
る
政
策
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
激
情
性
を

も
ち
、
理
想
的
急
進
的
な
心
理
的
発

達
段
階
に
あ
る
青
少
年
を
、
　
「
国
の

為
」
と
い
う
大
義
名
分
の
名
の
基
に

義
務
と
責
任
を
負
わ
せ
戦
争
へ
と
か

り
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
一
、
本
論

　
従
っ
て
戦
前
の
我
が
国
に
お
け
る

社
会
教
育
の
特
徴
と
し
て
上
げ
ら
れ

る
の
は
、
社
会
教
育
の
官
制
化
で
あ

る
。
社
会
教
育
の
施
設
、
機
関
な
ど

は
、
常
に
そ
の
時
々
の
政
府
な
い
し

官
庁
の
側
よ
り
創
設
、
開
設
さ
れ
、

決
し
て
欧
米
諸
国
で
行
な
わ
れ
て
来

た
よ
う
な
、
一
般
大
衆
、
国
民
全
般

の
切
実
な
る
要
求
と
し
て
始
め
ら
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
更
に
教
化
事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
（
図
書
舘
、
博
物
舘
、

青
年
学
校
を
除
い
て
）
専
用
施
設
の

整
備
の
基
盤
が
な
く
、
教
員
を
動
員

す
る
と
と
も
に
、
よ
く
統
制
の
と
れ

た
官
制
的
教
育
関
係
団
体
を
育
成
し

利
用
す
る
傾
向
が
強
く
「
下
流
人

民
」
に
上
か
ら
「
配
与
」
す
る
「
通

俗
近
易
」
な
教
育
と
し
て
の
性
格
を

強
く
も
ち
、
都
市
よ
り
は
農
村
地
域

の
教
化
に
重
点
を
お
い
て
い
た
。
従

っ
て
国
家
的
目
的
に
応
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
勤
労
青
少
．

年
の
教
育
制
度
に
拘
い
て
は
、
現
在

よ
り
も
、
も
っ
と
も
っ
と
盛
ん
で
あ

り
、
当
時
と
し
て
は
著
し
い
進
歩
が

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

三
、
結
論

　
以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け

る
社
会
教
育
は
、
常
に
そ
の
時
々
の

政
府
な
い
し
官
庁
の
、
教
化
政
策
化

と
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

最
も
代
表
的
な
も
の
が
、
こ
の
勤
労

青
少
年
教
育
が
上
げ
ら
れ
る
と
思

う
。
筆
者
の
一
期
先
輩
ま
で
青
年
学

校
に
通
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
こ

れ
等
先
輩
の
多
く
は
、
時
の
政
府
の

国
家
的
目
的
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
か

り
出
さ
れ
「
国
の
た
め
」
若
き
命
を

「
桜
花
」
と
し
て
散
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
現
在
私
達
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

の
自
由
主
義
社
会
は
、
戦
争
と
い
う

大
き
な
犠
牲
の
代
価
と
し
て
与
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
常
に
感
謝
の
念

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
の

中
に
も
学
習
を
怠
ら
す
、
人
間
性
を

確
立
し
な
が
ら
限
り
な
き
未
来
に
向

っ
て
遜
進
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
も
　
み
　
じ

　
　
土
倉
分
校
三
年
　
小
林
ハ
ル
、
、
・

や
さ
し
い
秋
か
ぜ
に
ふ
か
れ
て
い
る

む
し
の
お
ん
が
く
に
あ
わ
せ
て

た
の
し
そ
う
に
お
ど
っ
て
い
る

も
み
じ
　
小
さ
い
も
み
じ

大
き
い
も
み
じ
に
か
こ
ま
れ
て

ね
む
っ
て
い
る
み
た
い


